
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系・制御システム専科） 

 

教科 工業 科目 (選択)電子技術 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「電子技術」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・わたしたちの生活では、携帯電話や地上ディジタルテレビなどさまざまな電子機器が重要な役割

を果たしています。このような、電子機器には半導体素子を用いた電子技術が活用されています。

この科目では、身近な電子機器のしくみを知ることで、工業技術について興味を持ち、技術者と

しての素地を培うことを目標とします。 

・授業ノートを作成し、授業のポイントをメモしておきましょう。 

・授業毎に確認テストを行います。確認テストのプリントは、授業用ノートに貼り付け、定期考査

等に活用してください。また、定期的にノート提出があります。 

 

２ 学習の到達目標 

ダイオード・トランジスタ・集積回路をはじめとする半導体素子を理解する。 

基本的な電子回路である増幅回路のしくみを理解し、電子設計ができるようにする。 

光通信などの有線通信システムや携帯電話などの無線通信システムのしくみを理解する。 

 地上ディジタルテレビなどの画像通信のしくみを知り、電子機器に興味を持つ。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電子技術に関する課

題について関心をも

ち、改善・向上を目指

して主体的に取り組

もうとし、実践的な態

度を身につけている。 

電子技術に関する課

題の解決をめざして

思考を深め、基礎的・

基本的な知識と技術

をもとに、技術者とし

て適切に判断し、表現

する創造的な能力を

身につけている。 

電子技術に関する基

礎的・基本的な技術

を身につけ、安全や

環境に配慮し、もの

づくりを合理的に計

画し、技術を適切に

活用している。 

電子技術に関する基

礎的・基本的な知識

を身につけ、社会に

おける工業の意義や

役割を理解してい

る。 

評
価
方
法 

確認テスト 

レポート・発表 

学習状況の観察 

 

確認テスト 

定期テスト 

レポート・発表 

学習状況の観察 

レポート・発表 

学習状況の観察 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

学習状況の観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 

期 

 

半
導
体
素
子 

半導体素子の基礎となるダイ

オード、トランジスタ、集積回

路（ＩＣ）などについて、その機

能と取り扱いかたを学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a:半導体素子に関心をもち、そ

の活用について主体的に取り

組もうとする態度を身につけ

ている。 

b:半導体素子に関して思考を

深め、適切に判断し、表現する

態度を身につけている。 

c: 半導体素子の利用方法を身

につけ、その技術を適切に活用

している。 

d:半導体素子の基礎的・基本的

な知識を身につけ、理解してい

る。 

確認テスト 

定期テスト 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

前 

期 

ア
ナ
ロ
グ
回
路
・デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路 

 

電子回路の基本である増幅

回路の基礎（アナログ回路）

について学ぶ。 

また、ディジタル信号で動作

するディジタルＩＣの基本を学

びアナログ信号をディジタル

信号に変換するＡＤ変換など

につても学習する。 

○ ○ ○ ○ a:電子回路に関心をもち、その

活用について主体的に取り組

もうとする態度を身につけて

いる。 

b:電子回路に思考を深め、適切

に判断、表現する態度を身につ

けている。 

c:電子回路の設計方法を身に

つけ、その技術を適切に活用し

ている。 

d:電子回路の設計などについ

て理解している。 

確認テスト 

定期テスト 

レポート・

発表 

学習状況の

観察 

前
期 

通
信
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
（有
線
通
信
シ
ス
テ
ム
） 

 

通信システムとして有線通信

システムを学ぶ。有線通信シ

ステムでは、電話機の原理、

光通信、多重化の方法など有

線通信システムのしくみを学

習する。 

○ ○ ○ ○ a:有線通信システムに関する

課題に関心をもち、その活用に

ついて主体的に取り組もうと

する態度を身につける。 

b:有線通信システムに関する

課題に思考を深め、適切に判

断、表現する態度を身につけて

いる。 

c: 有線通信システムの利用方

法を身につけ、その技術に適切

に活用している。 

d: 有線通信システムに関する

基礎的・基本的な知識を身につ

け、意義や役割を理解してい

る。 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

学習状況の

観察 



後
期 

通
信
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
（無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
） 

 

通信システムとして無線通信

システムを学ぶ。無線通信シ

ステムでは、電波の利用、携

帯電話システム、衛星通信、

画像通信（テレビジョン）など

について学習する。 

○ ○ ○ ○ a:無線通信システムに関する

課題に関心をもち、その活用に

ついて主体的に取り組もうと

する態度を身につける。 

b:無線通信システムに関する

課題に思考を深め、適切に判

断、表現する態度を身につけて

いる。 

c: 無線通信システムの利用方

法を身につけ、その技術を適切

に活用している。 

d: 無線通信システムに関する

課題について基礎的・基本的な

知識を身につけ、意義や役割を

理解している。 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

学習状況の

観察 

 

後 

期 

 

音
響
・映
像
機
器
の
基
礎 

 

 

光の性質や人間の視覚とそ

れを利用したカラーテレビジョ

ンの原理を学ぶ。映像をディ

ジタル信号に変換して記録す

るビデオレコーダの原理や構

造、記録媒体の光メディアの

しくみを学ぶ。 

 

○ ○ ○ ○ a:電子機器に関する課題に関

心をもち、その活用について主

体的に取り組もうとする態度

を身につける。 

b: 電子機器に関する課題に思

考を深め、適切に判断、表現す

る態度を身につけている。 

c: 電子機器のしくみを理解

し、その技術を適切に活用して

いる。 

d: 電子機器に関する課題につ

いて基礎的・基本的な知識を身

につけ、その意義や役割を理解

している。 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

学習状況の

観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


